
月 ／ 日 時間 午後2時～午後3時

場     所

地域包括支援センター職員 １名

地域住民の代表者 １名

協力病院代表 リハ課統括課長 １名

入居者 1名

施設管理者 １名 合計５名

当該事業について知見を有する者 MSW １名

施設介護職員代表 １名

伊奈町　福祉課職員 １名

利用者家族　代表 １名 合計４名

その他

備    考 次回開催予定　　　　平成２６年１１月２６日（水）　　午後２時から

第１４回運営推進会議　議事録

平成２６年９月２４日（水）

グループホーム　きぼう　共同生活室

議     題
①　活動状況報告及び評価

② その他

出 席 者

欠 席 者

具体的内容
①　出欠席の確認

②　「活動状況報告」として、前回会議からの経過報告等、別紙の内容を説明する。

　　特になし



「グループホーム　きぼう」活動状況報告（別紙）
経　過

平成２６年７月第 13回運営会議　開催

８月　夏のイベント行事

８月　「午後のレクリエーション」についての検討

９月 敬老会行事

９月　リハビリテーション会議

９月　「介護サービス情報の公表」制度に係る情報の報告

９/２４現在 ９名入居

（伊奈町在住　４名・さいたま市　２名・蓮田市　１名・上尾市　２名）

「午後のレクリエーション」についての検討

　前回の会議でも報告しましたが、「午後の活動について」ですが、現在も引き続き検討中で

す。現在検討している内容については、

【毎週曜日ごとに行える活動案】として、

① 創作活動（図画工作）・・・（絵画、習字、工作等）
② 集団体操・レクリエーション・・・集団でラジオ体操、歌（童謡）、カラオケ、楽器演奏、
ゲーム

③ 食事会（お茶会）・・・料理やおやつ作りをして、飲食を行う等
④ 菜園・園芸・・・プランター等で野菜・花の水やりや収穫、等
⑤ 動物との触れ合い

などを、より具体的に内容を具体化しています。ただし、「受動的な活動なため、積

極的には用いれないもの」として、「映画などの DVD、紙芝居等の鑑賞」は取り入れないよ

うに考慮していきます。

また、【1回／1～2か月の頻度で行える活動案】として、

① （買い物）外出・・・徒歩や車椅子で安全に移動可能な範囲で実施。また、敷地内で花見
等も可能。

② ボランティアによる催し物
そして、【数回／年の頻度で行う活動案】として、

保育室や地域の子ども達との交流・・・敬老の日などに

行事報告

　夏のイベント

8/23（土）午後から　「夏のイベント」と題し「スイカわり」やボランティアによる「ウ

クレレの演奏会」、おやつ時に「ラムネ」を用意し、飲んでいただきました。久しぶりに「ラ

ムネを飲んだ」という入居者さんもおられたようです。

敬老会

　9/10（水）午後から、「敬老会」を開催しました。今回も、昨年同様に希望病院内の保育室

のお子さんを招いた企画を立てていましたが、予定が合わず、今回は見合わせました。音楽

ボランティアグループによる「演奏会」と入居者さんとの「合唱」、介護スタッフが個々の入

居者さんに応じて作成した色紙の贈呈を行い、和菓子のおやつを堪能しました。今回で３回

目の敬老会でしたが、家族の参加が少なく、事前のアピールの必要があると感じました。

介護職員の移動

　前回も報告した通り、８月中旬に自己都合退職者１名が生じましたので、9/1 より男性職



員１名入職しました。この職員は、以前、他のグループホームや老人保健施設にて介護職経

験がある方です。これで、介護職員９名中３名が男性職員となりました。

「介護サービス情報の公表」制度に係る情報の報告について

　毎年、介護保険法に基づいた「介護サービス情報の公表」制度に係る情報の報告が義務付

けられていますが、今年も伊奈町地域は 9/30 までに報告し、10 月公表との指示を受け、現

在、報告を作成中です。これは、インターネットを用いて報告するスタイルを採用していま

す。

リハスタッフとのケースミーティング　報告

　昨年も行いました、希望病院リハスタッフと介護スタッフとで居室ごとのケースミーティ

ングを 9/17（水）より開催しました。なお、週一回行なう予定となっており、参加者は、グ

ループホームから居室担当者と管理者。リハスタッフは、理学療法士、作業療法士、言語療

法士、臨床心理士が参加することになっている。内容は、リハからの評価内容の報告に留ま

らず、日常の生活面での質疑など幅広くコミュニケーションが取れるように工夫をしていく

予定です。

　昨年参加した介護スタッフからの意見として、「リハスタッフの顔が見えて、相談しやすい

環境が出来た。」との声も聞かれ、とても好評でした。

熱中症対策について

　熱中症対策については、昨年と同様に、水分補給と塩分補給の徹底をはかり、熱中症予防

をおこなっていました。

　現在、入居者全員の飲水量を記録しており、十分摂取できていることを確認しています。

また、居室内及びリビングルームの室温調整をこまめに確認し、温度計で 26～27℃設定のな

か、過ごしていただき過度に冷やし過ぎないように注意します。

デング熱等の対策

　最近、話題になっている「デング熱」ですが、蚊が媒介する伝染病です。もう、時期的に

は峠は過ぎるところですが、害虫の排除も行う予定です。「虫よけスプレー」の常備や、蜘蛛

の巣除けのスプレー、ゴキブリ除けのものなどを用意します。

事故報告について

　　７月以降のヒヤリ・ハット報告は１件ありました。誤配薬でした。

「感染症対策研修会」参加について

　10/1（水）午後より、埼玉県鴻巣保健所が主催する、入所系高齢者施設職員を対象とする

「感染症対策研修会」に、職員１名が参加する予定です。

次回、開催予定

平成２６年１１月２６日（水）午後２時から

以　　上


